
子育て支援センター
わくわくひろば ℡0967（65）8580

〈お知らせ〉
※都合により、開所日時の変更や、行事
予定の変更、中止の可能性があります。
村ホームページ、またはわくわくひろば
℡0967（65）8580にてご確認ください。※（要予約）のイベントは、事前の来所での予約が必要となります。

　お誕生者以外でも参加できます。みんなでお祝いしましょう！

参加の際には、必ず事前予約を!!

　「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護
者が一緒に遊べる、親子の交流や育児の情報交換の場です。
毎月楽しい行事などを行っております。どなたでも無料で利
用できますので、子育てに不安を感じたとき、一緒に子育て
をする友だちが欲しいときなどお気軽にお越しください。

■開設日時　毎週火～土曜日（祝日は閉所）
　　　　　　午前10時～午後3時
■場　　所　LOOPみなみあそ2階

9月行事予定（午前10時30分から）
プール遊びをしました。暑
い中のプール遊び、子ども
たちも喜んでました。

12日
27日

（木）
（金）

フルーツ狩り（要予約）午前10時30分～
南阿蘇鉄道乗ろうプラス
8月9月生まれお誕生会（要予約）

7月8月生まれの
お誕生会をしました。

村民みんなで「ハートがたくさんの村」をつくりましょう。　総務課 人権政策係　℡0967（67）1111

Vol.221ハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、明るい南阿蘇村をつくりましょう。

　我が国においては、平均寿命の大幅な伸びととも
に、少子化などの影響により、人口の約4人に1人
が65歳以上の高齢者であり、本格的な超高齢社会
を迎えています。
　こうした状況の中、介護者などによる高齢者に対
する虐待※1や高齢者をターゲットにした悪質商法に
よる被害、年齢を理由とする就業差別などの人権問
題が顕在化しています。
　加齢に伴う衰えは、誰もが避けることができませ
ん。それにもかかわらず、高齢者を疎外したり、蔑
視したりしていませんか。年齢を重ね、さまざまな
人生経験を積み上げて得た知識やこれまで果たして
きた社会的役割の重要性とともに、加齢に伴う身体
的・精神的衰えなどをみんなが正しく理解・認識す
ることが必要です。
　社会の一員として、異なる世代が互いを理解し、
尊重し合いながら、誰もが生き生きと暮らせる社会
の実現をめざしましょう。

※1  高齢者に対する虐待
　身体に外傷が生じる「身体的虐待」、暴言・威圧的な態
度で精神的苦痛を与える「心理的虐待」、性的な行為を強
要する「性的虐待」、年金や貯金を搾取する「経済的虐待」、
世話や介護を放棄する「ネグレクト」などがあります。

環境整備
エサ・潜み場の除去

追い払う・柵で守る
柵の整備・追い払いの実施

捕獲
猟友会等における鳥獣の捕獲

鳥獣被害に関する
質問を募集中です。

〈問い合わせ〉農政課 林務整備係　℡0967（67）2707

農作物被害で困っている。
誰に聞いたらいいの？～教えてジビエ協力隊 Vol.6 ～
鳥獣被害対策の基本 総まとめ

こちらから受け付けています

三本柱
1.環境整備（無意識の餌付けをしない、潜み場の除去／広報5月号掲載）
2.囲う、追い払う（電柵・WM柵の正しい囲い方を学ぶ／広報6月・7月号掲載）
3.捕獲（広報8月号掲載）

　前回まで鳥獣被害対策の三本柱について一緒に学んできました。正しい知識を身に付けると普段の行動が変わり
それだけでも被害防除になります。

南阿蘇村農業みらい公社通信 Vol.25
　4月号でもお伝えしましたが、農業公社では南
阿蘇村環境保全農業推進協議会と連携して、小
中学校の給食の食材の提供をしています。
　これまで多くの生産者さんに協力いただいて、
給食で使われる野菜の種類も増えてきましたが、
実際に動いてみると、給食のメニューに合わせ
た野菜類が供給可能な生産者さんへの連絡など、
とても時間がかかります。そこで、情報のやり
とりを効率化するため、給食への野菜供給が可
能な農家さんとLINEグループを作って、給食用
の野菜の必要量や価格、出荷日などの調整をす

ることにしました。
　有機栽培に限らず、学校給食にジャガイモ、
タマネギ、ニンジン、ダイコン、サトイモなど
の野菜を出荷可能な人は、下記二次元コードを
読んで友だち登録をお願いします。
　登録いただいた後に、野菜の出荷量、価格、
規格や出荷時期は調整します。
出荷に際しては、指定場所への
納品や栽培履歴の提出をお願い
する予定ですのでご了承くださ
い。

　三本柱の内「1.環境整備」と「2.囲う」についてはすぐにでも実践できることであり、なおかつ一番の被害防除にな
ります。また、環境を整備し農地を囲むことで、野生鳥獣の侵入路を特定しやすくなり、ワナの設置場所を限定でき
るため捕獲に関しても効率的になります。何より大切なのは、集落や農地を『安全』で『エサのある場所』と学習させ
ないことです。追い払いや緩衝地帯の整備など個人ではなかなか難しいことは、集落やご近所さんと力を合わせ、み
んなでみんなの農地を守りましょう。我々協力隊も微力ながらお手伝いさせていただきます！ぜひお声掛けください。
　次回は最近被害報告の多い【ニホンザル】の対策編です。

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと

病院での看護や介護施設において
劣悪な処遇や虐待を受けること

働く能力を発揮する機会が少ないこと

高齢者が邪魔者扱いされること

経済的に自立が困難なこと

家庭内での看護や介護において
嫌がらせや虐待を受けること

アパートなどへの入居を拒否されること

差別的な言葉を言われること

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

特にない

【内閣府「人権擁護に関する世論調査」（令和４年８月調査）より】
あなたが、高齢者に関し、体験したことや、身の回りで見聞き
したことで、人権問題だと思ったことはどのようなことですか。
（複数回答）
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